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戦評
【総括】
全日本大学バスケットボール選手権大会出場に向けて順調に勝ち星をつけ憩いのある大阪体育大学と、1部残留の
ためにも勝利を重ねたい流通科学大学の一戦。前半、両者共に譲らない点の取り合いで試合が始まる。大体大は＃
9内藤を中心にインサイドへの合わせで得点を取るが、流科大はアウトサイドからのドライブを中心に得点を重ねる。
最初に流れを掴んだのは流科大で3Pシュートが決まり出し13点リードで後半を終えた。後半、大体大が意地をみせ
#7山田、#9内藤を筆頭に点を重ねるも、流科大も前半の勢いのまま3Pシュートを中心に得点を重ね点差を縮めさせ
ない。流れが変わったのは第4ピリオドだった。大体大は激しいディフェンスから持ち味の速い展開で一気に点差を
詰めの残り5分のところで逆転に成功。その後は大体大のペースになり流科大は得点を伸ばすことができず、点差を
広げた大体大が勝利した。
【第1ピリオド】
試合開始とともに流科大は#23龍を大体大は#4草川を起点に両者リードを譲らない始まりとなった。第1ピリオドを同
点で終わりかけようとした間際、流科大#32高田の3Pシュートで20-17と流科大が3点リードで終えた。
【第2ピリオド】
第1ピリオドの流れのまま流科大がバスケットカウントや3Pシュート、ファストブレイクでリードを広げる。そして残り4分半
で10点差となり大体大がタイムアウトを取った。大体大はファウルをもらい#9内藤ら#7山田がフリースローを決めるが
流科大#23龍、#32高田の3Pシュートが決まり51－38と差は広がり流科大が優勢のまま前半を終える。
【第3ピリオド】
開始2分#7山田のスティールからレイアップで8点差と追い上げを見せるが、流科大が#22辻のバスケットカウントを決
め流れを渡さない。中盤、流科大は3連続で3Pシュートを決め勢いに乗り10点差が縮まらない展開に。大体大は何と
か点差を詰めようと流科大のゾーンディフェンスを#7山田の3Pシュート、#13伴のインサイドや速攻で攻めるが点差が
縮まらなかった。第3ピリオド終了間際、流科大#8松浦がブザービーターで3Pシュートを決め、74-63で流科大リード
で第3ピリオドを終えた。
【第4ピリオド】
大体大は序盤から激しいディフェンスで流科大の得点を止め、徐々に点差を詰めていく。そして残り5分となったとこ
ろで、大体大が意地を見せる。#7山田を中心に#9内藤1on1、#30藤本のジャンプシュートが決まりだし逆転に成功。
流科大は逆転を許したまま12点差を巻き返すことが出来ず、78-90で大体大が勝利し試合終了

主審

関西学生バスケットボール連盟

北野　恭輔(大産大)戦評塚本　圭右

№ Ｓ

副審 大倉　哲也

記録

大阪体育大学

Ｆ REBOUND選　手　名 ＦＴ

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

コ ー ト
勝ち点10 勝ち点4試合ＮＯ 168

90 78

敗チーム

流通科学大学

男子 １部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2017.10.15
大阪体育大学開始時間 13:20

会　　場 天理大学


